
学校名 課程 全日制 学科
（コース・部）

募集定員 ２４０人宮城県多賀城高等学校

求　　め　　る　　生　　徒　　像

共　通　選　抜 １４４人　（募集定員の６０％）

特　色　選　抜 ９６人　（募集定員の４０％）

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜する。相
関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。
　※調査書点：「５教科（国・数・社・英・理）の各学年の評定の合計」＋「４教科（音・美・保体・技家）の各学年の評
定の合計×２」

学力検査：調査書 ６  ：  ４

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

Ⅰ　配点
　１　調査書　　 　１９５点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科・・・・・・全学年の評定を１．０倍にする
　　　・　音楽，美術，保健体育，技術家庭 ・・・全学年の評定を２．０倍にする
　２　学力検査 　 ３００点
　　　・　国語，数学，英語（各教科１００点満点）
　３　面接          ３段階評価（Ａ～Ｃ）
　　　　　 　 合計　４９５点
Ⅱ　選抜方法
     上記Ⅰを基に，総合的に審査し，選抜する。

Ⅰ　配点
　１　調査書　　    １９５点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科 ・・・・・・全学年の評定を１．０倍にする
　　　・　音楽，美術，保健体育，技術家庭・・・・全学年の評定を２．０倍にする
　２　学力検査　　 ５００点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科・・・得点を１．０倍にする
　　　　　　　 合計　６９５点
Ⅱ　選抜方法
　・　審査は，学力検査点と調査書点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する９６人の１５０％の範
   囲に含まれる者を対象として行う。
　・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に，調査書の記載事項（評定以外の特別活動の記録な
   どの資料）も用いて，求める生徒像に照らして総合的に審査し，選抜する。

面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　志望動機，中学校での活動
       状況など
　４　観点
　　　態度，表現力等

普通科

特色選抜

なし
第２志望とすることができる
学科・コース

災害科学科

　多賀城高校は「一人一人が生き生きと自分を伸ばせる学校」を目指し，創立以来，地域社会の期待に応えてきました。そして，多賀城高生は
「自身を大きく成長させるための努力を惜しまない」高校生活を送ってきました。
　そこで，普通科では次の１～４に当てはまる生徒を求めます。

　１　挨拶や言葉遣いなど，基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　２　中学校での学習への取り組みが良好で，その成果が優秀である生徒
　３　自己の進路実現のために学習に真剣に取り組み，継続的に努力できる生徒
　４　部活動や特別活動，生徒会活動等でリーダーシップを発揮し，積極的に活動する意欲のある生徒

　特に，特色選抜においては，上記の２～４を重視します。

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
選抜順序 共通選抜

面接・実技・作文のうち
実施するもの



学校名 課程 全日制 学科
（コース・部）

募集定員 ４０人

共通選抜
面接・実技・作文のうち

実施するもの

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜する。相
関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。
　※調査書点：「５教科（国・数・社・英・理）の各学年の評定の合計」＋「４教科（音・美・保体・技家）の各学年の評
定の合計×２」

学力検査：調査書 ６  ：  ４

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　５分程度
　３　内容
　　(1)　志望動機
　　(2)　その他
　４　観点
　　(1)　志望動機の明確さ
　　(2)　表現力等

※面接については，１日目に実施す
る。

共　通　選　抜 ２４人　（募集定員の６０％）

特　色　選　抜 １６人　（募集定員の４０％）

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

Ⅰ　配点
　１　調査書　　 　１９５点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科 ・・・・・全学年の評定を１．０倍にする
　　　・　音楽，美術，保健体育，技術家庭・・・全学年の評定を２．０倍にする
　２　学力検査　　 ３００点
　　　・　国語，数学，英語（各教科１００点満点）
　３　面接         　３段階評価（Ａ～Ｃ）
　　　　　  　 合計　４９５点
Ⅱ　選抜方法
     上記Ⅰを基に，総合的に審査し，選抜する。

Ⅰ　配点
　１　調査書　　    １９５点
　　　・　国語，数学，社会，英語，理科 ・・・・・全学年の評定を１．０倍にする
　　　・　音楽，美術，保健体育，技術家庭・・・全学年の評定を２．０倍にする
　２　学力検査　　 ６００点
　　　・　国語，社会，英語・・・得点を１．０倍にする
　　　・　数学，理科・・・・・・・・得点を１．５倍にする
　３　面接　　　　 　３段階評価（Ａ～Ｃ）
　　　　　　　 合計　７９５点
Ⅱ　選抜方法
　・　審査は，学力検査点と調査書点の合計点上位の者から，特色選抜で選抜する１６人の１５０％の範
   囲に含まれる者を対象として行う。
　・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に，面接の結果や調査書の記載事項（評定以外の特別
   活動の記録などの資料）も用いて，求める生徒像に照らして総合的に審査し，選抜する。

面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集の内容に加えて中
　 学校での活動状況等も聞く
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

災害科学科

特色選抜

面接
第２志望とすることができる
学科・コース

宮城県多賀城高等学校

求　　め　　る　　生　　徒　　像

普通科

　多賀城高校は「一人一人が生き生きと自分を伸ばせる学校」を目指し，創立以来，地域社会の期待に応えてきました。そして，多賀城高生は
「自身を大きく成長させるための努力を惜しまない」高校生活を送ってきました。
　特に災害科学科では，課題研究や校外研修等を通して防災・減災・環境等に関する学びを深め，「命とくらしを守る」未来の創造者の育成を
目指しています。
　そこで，災害科学科では次の１～４に当てはまる生徒を求めます。

　１　挨拶や言葉遣いなど，基本的な生活習慣が身に付いている生徒
　２　中学校での学習への取り組みが良好かつ成果が優秀であり，特に数学・理科の成績に秀でている生徒
　３　本学科への志望動機が明確であり，入学後も上級学校への進学を視野に入れつつ，継続的に努力できる生徒
　４　部活動や特別活動等においてリーダーシップを発揮するとともに，互いの立場を考え，他者とのコミュニケーションを取ることができる生徒

　特に，特色選抜においては，上記の２～４を重視します。

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
選抜順序


